福島高教組「第150回定期中央委員会」執行委員長挨拶（要旨）
　はじめに、昨年の台風１９号により被災された方々に対しまして、謹んでお見舞いを申し上げます。
　さて、中央委員の皆様におかれましては、相双、いわき、県北、県中、県南、会津、県内各地より、お忙しいなか、福島高教組　｢第150回定期中央委員会｣　にお集まりいただきありがとうございます。そして、日ごろより福島高教組の運動にご協力をいただくとともに、各支部・各分会での積極的な取り組みに感謝を申し上げます。

　今年度の取り組みを総括したうえで、来年度の運動の方針と目標を協議する、この中央委員会の開催にあたり、ひとことご挨拶を申し上げます。
　昨年、30年続いた平成の時代が終わり、令和の時代が幕をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps13 \o\ad(\s\up 12(ひら),開)きました。昨年の２月からの本県の教育をめぐる情勢をふり返ってみますと、まるで令和改元に呼応するかのように、新時代の到来とともに、大きな改革の波がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps13 \o\ad(\s\up 12(いく),幾)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps13 \o\ad(\s\up 12(え),重)にも押し寄せ、まさに激変の時代に突入したと言わざるをえません。約１年前の平成31年２月に策定された「県立高等学校改革前期実施計画」、令和２年度４月から導入予定の「統合型校務支援システム」、政府が推進する「働き方改革」に対応した福島県「教職員多忙化解消アクションプラン」、新学習指導要領への移行準備、大学入学共通テストをめぐる混乱、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善、探究型・課題解決型の学習の充実、ＩＣＴを利用した授業の推進、イノベーションコースト構想やＧＡＰ取得など新時代の地域産業を担う人材を育む教育の推進など、その変革は、枚挙に暇がありません。あまりにも多くのことが変わろうとするとき、私たちは、その変化に追いつくだけで精一杯です。目を輝かせながら学び続ける生徒たちと向き合いながら、私たち教職員は、教育活動の根幹にかかわるこうした数々の変革に対応を迫られています。
　しかしながら、よく考えてみますと、これらの改革は、私たち福島高教組の長年にわたる地道な取り組みがその実現に向けてようやく動き始めたということもできるのではないでしょうか。喩えるならば、昭和時代に始まり、平成時代、そして令和時代に連なる私たち福島高教組のたゆまぬ努力によって育んできた果実が、一つ、そしてまた一つ、と実を結び始めた、ということもできるのではないでしょうか。
この改革を、次代を担う生徒たちと私たち教職員にとって、よりよいものとしていくために、私たち教職員は、各学校において日夜、校務に精励しています。いうまでもなくこれらの改革の中心にいるのは教育を受ける生徒であり、その改革の担い手は、生徒たちと向き合っている私たち教職員にほかなりません。しかし、改革には現場の実情に合致しているものもあれば改善の余地のあるものもあります。思い切った見直しが必要なものもあります。
本日お集まりの皆様方、今こそ、私たち現場の教職員の声を県や国に届けなければなりません。
組合活動は、地方公務員法に保障されている正当な権利です。そして、教育環境や待遇の改善などの成果は、福島高教組の活動を通じて交渉に交渉を重ねた末にようやく勝ちとったものです。権利とは、行使することによってはじめてその価値を確かめることができるものです。そして、権利の行使は、｢みんなでみんなのために｣の助け合いの精神のもとで、全員で取り組んでいかなければならないものです。福島高教組の連帯を強化するためにも、今年度の成果をより多くの先生方に伝えていただき、新規加入の拡大に向け、各分会でのご尽力をお願い申し上げます。
２０２０年１月１８日
福島県高等学校教職員組合　
執行委員長　　逸見　大介　
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